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は
じ
め
に

　
筆
者
は
平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日
に
『
熱
田 

白
鳥
山
法
持
寺

史
』（
以
下
、『
法
持
寺
史
』
と
略
称
す
る
）
を
刊
行
し
た
。
刊
行

後
、
各
方
面
か
ら
新
し
い
資
料
の
提
示
を
受
け
た
り
、
参
考
と
な
る

意
見
、
文
献
の
御
教
示
を
受
け
た
。
そ
れ
を
考
察
し
て
報
告
し
た
の

が
「『
熱
田 

白
鳥
山
法
持
寺
史
』
補
遺
考
」（
平
成
二
十
六
年
三
月

『
愛
知
学
院
大
学
禅
研
究
所
紀
要
』
第
四
十
二
号
）
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
後
も
新
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
本
稿
が
生

ま
れ
た
。
今
後
も
補
訂
、
補
遺
を
続
け
て
正
し
い
『
法
持
寺
史
』
を

後
世
に
残
し
た
い
。

　
昔
か
ら
住
職
に
な
れ
ば
、
孝
順
心
、
報
恩
行
の
第
一
は
師
寮
寺
の

寺
史
、
あ
る
い
は
師
僧
の
行
履
、
語
録
の
編
集
と
い
わ
れ
る
。
そ
の

た
め
『
法
持
寺
史
』
は
筆
者
個
人
一
代
の
仕
事
で
な
く
、
今
後
の
法

持
寺
歴
住
も
私
と
同
じ
意
識
を
も
っ
て
資
料
蒐
集
に
努
め
、
よ
り
完

璧
な
『
法
持
寺
史
』
が
完
成
す
る
こ
と
を
念
願
し
て
い
る
。

一
、
本
尊
延
命
地
蔵
菩
薩
木
像
に
つ
い
て

　
本
尊
の
延
命
地
蔵
菩
薩
木
像
は
、
高
野
山
延
命
寺（
現
在
未
詳
）と

白
鳥
山
法
雲
寺
（
豊
川
市
白
鳥
町
）
の
延
命
地
蔵
菩
薩
木
像
と
と
も

に
、
弘
法
大
師
自
彫
の
三
躰
地
蔵
の
一
つ
で
日
域
唯
三
の
霊
像
と
い

わ
れ
た
。（『
豊
川
の
文
化
財
（
図
録
）』（
昭
和
五
十
七
年
十
一
月
■

豊
川
市
）
一
四
〇
頁
）
そ
の
出
典
は
、
法
雲
寺
に
所
蔵
す
る
『
三
刕

宝
飯
郡
白
鳥
山
地
蔵
院
法
雲
寺
地
蔵
菩
薩
併
白
鳥
大
明
神
縁
起
』
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で
、
そ
れ
に
は
、

　
　
白
鳥
山
法
雲
寺
者
天
文
乙
卯
歳
暁
誉
開
葉
之
地
乃
浄
業
之
蘭
若

也
。
以
安
弘
法
大
師
所
彫
刻
之
地
蔵
大
士
故
号
地
蔵
院
其
霊
像

也
。
曩
者
於
大
師
遊
履
之
日
三
躯
斉
等
所
刻
鏤
而
謂
諸
。
日
域

唯
三
之
霊
像
矣
。
座
量
三
尺
佉
羅
𨹏
山
涌
出
威
儀
而
其
相
如

修
。
多
羅
説
所
謂
三
躯
者
一
奉
安
高
野
山
延
命
寺
。
一
奉
□
尾

刕
白
鳥
郷
法
持
寺
也
。
巡
礼
三
処
形
貌
宛
然
剞
劂
之
跡
。
繊
毫

不
差
。
宜
哉
言
扶
桑
三
躯
聖
像
者
寔
不
可
誣
也
。

と
あ
る
。

　
法
持
寺
と
法
雲
寺
と
の
関
係
は
す
で
に
『
法
持
寺
史
』
九
十
六
頁

注（
２
）で
考
察
し
た
が
、
高
野
山
延
命
寺
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
現
在
の
高
野
山
（
和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
町
）
に
延
命

寺
と
称
す
る
宿
坊
、
塔
頭
が
な
い
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
平
成
二

十
九
年
六
月
に
愛
知
県
曹
洞
宗
第
十
二
教
区
寺
院
団
参
旅
行
が
「
高

野
山
参
詣
」
で
あ
っ
た
た
め
、
高
野
山
へ
行
く
と
何
か
手
懸
り
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
出
掛
け
た
。
高
野
山
の
案
内
所
で

「
延
命
寺
」
に
つ
い
て
尋
ね
た
が
知
る
人
は
い
な
く
、
高
野
山
大
学

図
書
館
に
問
合
せ
る
と
よ
い
と
の
返
答
で
あ
っ
た
。

　
案
内
所
で
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
総
本
山
金
剛
峯
寺
編
『
高
野
山
』

（
平
成
二
十
四
年
九
月
　
有
限
会
社
高
野
）
を
購
入
し
、
七
十
七
頁

の
「
山
内
の
寺
院
」
を
み
た
と
こ
ろ
、

　
　
　
現
在
山
内
に
は
一
一
七
の
寺
院
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
五
二
カ

寺
が
宿
坊
寺
院
で
あ
る
。
長
い
年
月
の
間
に
は
、
二
〇
〇
〇
余

カ
院
も
あ
っ
た
が
、
た
び
た
び
の
火
災
に
記
録
も
失
わ
れ
、
今

で
は
寺
院
の
変
遷
の
あ
と
を
つ
ぶ
さ
に
た
ど
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　
　
　
当
初
壇
場
に
設
け
ら
れ
た
僧
房
が
、
伽
藍
の
発
展
と
と
も

に
、
壇
場
を
中
心
に
、
東
、
西
、
南
、
北
の
四
方
に
室
（
む

ろ
）
が
建
て
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
で
、
次
第
に
西
院
、
谷
上
、

千
手
院
の
各
谷
に
延
び
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
古
く
は
登
山
す
る
人
の
庵
室
や
、
僧
房
ぐ
ら
い
し
か
な
か
っ

た
が
、
お
い
お
い
住
房
も
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
南
北
朝

時
代
の
頃
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
、
大
名
、
豪
族
ら
と
の
間

に
生
じ
た
檀
那
関
係
か
ら
経
済
的
結
び
つ
き
も
強
く
な
り
、
菩

提
寺
と
し
て
そ
の
規
模
を
増
大
し
た
ほ
か
、
各
地
か
ら
の
参
詣

者
の
増
加
に
よ
っ
て
宿
坊
と
し
て
大
き
く
発
展
し
て
き
た
。

と
あ
り
、
か
つ
て
は
二
、
〇
〇
〇
余
カ
院
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
現
在
は
一
一
七
カ
寺
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
五
十
二
カ
寺
が
宿
坊
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寺
院
と
の
紹
介
で
あ
る
。
ま
た
、
バ
ス
ガ
イ
ド
嬢
の
説
明
に
、
高
野

山
は
明
治
二
十
一
年
に
大
火
が
あ
り
、
多
く
の
寺
院
が
焼
失
し
た
と

い
う
こ
と
を
紹
介
さ
れ
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
私
は
、
弘
法
大
師
自
彫

の
延
命
地
蔵
菩
薩
木
像
を
祀
っ
た
延
命
寺
は
か
つ
て
存
在
し
た
が
、

明
治
期
の
大
火
か
そ
れ
以
前
の
火
災
で
焼
失
し
廃
寺
さ
れ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
と
思
っ
た
。

　
帰
名
後
、
高
野
山
に
あ
っ
た
寺
院
名
を
絵
図
な
ど
か
ら
調
べ
て
み

た
。
幸
い
に
も
日
野
西
真
定
編
著
『
高
野
山
古
絵
図
集
成
』（
昭
和

五
十
八
年
二
月
　
清
栄
社
）
が
あ
り
、
高
野
全
山
の
境
内
絵
図
、
木

版
絵
図
、
印
刷
絵
図
な
ど
が
集
成
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
だ

け
で
は
ど
こ
に
「
延
命
寺
」
が
あ
る
の
か
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
。

刊
行
後
五
年
を
経
て
『
高
野
山
古
絵
図
集
成
解
説
索
引
』（
昭
和
六

十
三
年
二
月
　
タ
カ
ラ
写
真
製
版
株
式
会
社
）
が
刊
行
さ
れ
て
お

り
、
索
引
か
ら
「
延
命
寺
」
を
み
た
と
こ
ろ
、
元
禄
六
年
（
一
六
九

三
）
七
月
の
「
高
野
山
壇
上
并
寺
中
絵
図
」、
寛
政
八
年
（
一
七
九

六
）
の
「
高
野
山
古
図
」、
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
の
『
紀
伊
続

風
土
記
』
な
ど
に
「
延
命
寺
」
が
往
生
院
谷
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
そ
こ
で
、『
紀
伊
続
風
土
記
』
高
野
山
之
部
総
論
の
「
往
生
院

谷
」（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
六
（
昭
和
五
十
四
年
六
月
　
続
真

言
宗
全
書
刊
行
会
）
七
十
四
頁
）
を
み
る
と
、

　
　
〇
延
命
寺

　
　
寺
伝
に
大
師
の
開
基
と
い
ふ
。
末
寺
三
箇
寺
。
伊
勢
に
あ
り
。

と
あ
り
、
弘
法
大
師
開
基
の
延
命
寺
は
伊
勢
に
末
寺
が
三
カ
寺
あ
っ

た
寺
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
「
高
野
山
壇
上
并
寺
中
絵
図
」「
高
野

山
古
図
」
に
も
寺
名
と
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
明
治
十

二
、
二
十
三
、
二
十
六
年
の
「
高
野
山
寺
院
調
査
表
」
で
は
、「
延

命
寺
」
の
名
が
な
く
、
そ
の
た
め
『
紀
伊
続
風
土
記
』
の
天
保
十
年

か
ら
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
の
間
に
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
っ

て
移
転
さ
れ
た
か
廃
寺
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
高
野
山
の
往
生
院
谷
に
「
延
命
寺
」
が
あ
っ

た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
し
か
も
弘
法
大
師
の
開
基
で
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
日
域
唯
三
の
霊
像
と
い
わ
れ
た
弘
法
大
師
作
の
延
命
地
蔵
菩

薩
が
本
尊
で
あ
る
延
命
寺
は
こ
れ
で
あ
ろ
う
と
確
信
し
た
。
し
か

し
、
現
在
は
残
念
な
が
ら
「
高
野
山
延
命
寺
」
と
「
延
命
地
蔵
菩
薩

木
像
」
が
ど
う
な
っ
た
か
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
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高野山壇上并寺中絵図

高野山古図
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二
、
開
山
明
谷
義
光
の
二
十
五
条
衣

　
開
山
明
谷
義
光
の
袈
裟
と
伝
え
ら
れ
る
二
十
五
条
衣
が
常
安
寺（
愛

知
県
西
春
日
井
郡
豊
山
町
）に
所
蔵
す
る
。
保
管
さ
れ
て
い
る
箱
の
蓋

書
き
に
は「
御
開
山
伝
衣
　
万
松
山
常
安
寺
」と
あ
る
が
、い
つ
頃
に
安

置
さ
れ
た
か
、箱
の
製
作
年
次
は
い
つ
か
な
ど
は
不
詳
で
あ
る
。

　
袈
裟
は
二
十
五
条
衣
で
あ
る
が
十
九
条
の
み
し
か
な
く
、
左
よ
り

十
九
条
目
は
短
一
枚
、
長
三
枚
が
あ
る
が
、
一
番
下
の
長
一
枚
は
な

い
。
ま
た
、
そ
れ
よ
り
右
側
の
六
条
は
破
損
し
て
存
在
し
な
い
。
全

体
の
縦
の
長
さ
は
三
尺
一
寸
五
分
で
あ
る
が
、
横
の
長
さ
は
不
詳
で

あ
る
。
現
在
、
袈
裟
の
短
、
長
な
ど
の
寸
法
を
測
り
、
左
右
対
と
し

た
複
製
品
の
製
作
に
と
り
か
か
っ
て
い
る
。

　
衣
材
は
麻
で
、
濃
い
茶
色
で
あ
る
。
裏
布
は
同
材
で
、
南
山
道
宣

が
主
張
し
た
大
衣
の
重
法
で
あ
り
、
葉
よ
り
大
麦
程
の
広
さ
を
離
し

た
所
に
つ
い
て
あ
る
。
十
三
条
の
上
か
ら
二
、
三
寸
下
の
位
置
に
環

の
つ
い
て
い
た
環
座
は
あ
る
が
、
環
は
つ
い
て
い
な
い
。
環
座
の

大
き
さ
は
、 

で
あ
る
。
　
　
　

裏
の
右
か
ら
九
条
に
は
、
約
四
寸
六
分
の
紐
が
つ
い
て
い
る
。
一
条

の
長
の
縦
は
六
寸
三
〜
四
分
、
横
は
一
寸
〜
一
・
五
寸
、
短
の
縦
は

二
・
四
寸
〜
二
・
六
寸
、
横
は
一
・
五
寸
で
あ
る
。
ま
た
、
袈
裟
の
真

ん
中
に
あ
た
る
十
三
条
の
長
は
、
縦
六
・
二
〜
三
寸
、
横
は
二
・
三
寸

〜
三
寸
、
短
の
縦
は
二
・
三
寸
、
横
は
三
寸
で
あ
る
。
袈
裟
の
縁
は

一
寸
、
葉
は
二
分
〜
五
分
の
大
き
さ
で
あ
る
。（
次
頁
参
照
）

三
、
十
一
世
悦
堂
愚
禅
と
老
山
要
玄

　
万
松
寺
（
名
古
屋
市
中
区
大
須
）
十
五
世
、
斉
年
寺
（
常
滑
市
大

野
町
）
十
三
世
の
老
山
要
玄
（
？

－

一
七
一
九
）
の
語
録
で
あ
る

『
万
松
老
山
和
尚
遺
稿
略
編
』（
以
下
、『
略
編
』
と
略
称
）
を
み
る

と
、
法
持
寺
十
一
世
悦
堂
愚
禅
を
悼
ん
だ
偈
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

　
　
豈
謂　ヤ
蓬
莱　ノ
白
鳥
山
悲
風
伝　ヘ
㍾テ

訃　ヲ
到　ン
㍼ト
ハ

人
間　ニ
㍽宝
盂
降　シ
罷　テ
竜
何　ク
ン
カ

去　ル

金
錫
飛
騰　

㎜

鶴
不
㍾環　ラ
惟
有　リ
㊦閑
花　ノ
残　ル
㍼祖
苑　ニ
㍽更　ニ
無　シ
㊦参
士　ノ
扣　ク
㍼禅

関　ヲ
㍽糸
綸
釣　リ
尽　ク
ス

前
灘　ノ
月
恨
殺　ス
扁
舟　ノ
隠　ル
㍼ヽ
ヿ
ヲ

碧
湾　ニ
㍽

と
あ
り
、
悦
堂
が
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
三
月
二
十
四
日
に
遷

化
し
た
後
に
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
老
山
と
悦
堂
の

交
流
が
ど
れ
程
で
あ
っ
た
か
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。

　『
略
編
』
は
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
十
一
月
に
京
都
の
杉
生
五

1.5
寸

5
分

1.5
寸

2.2
寸

2.5
寸
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（表）

（裏）

開山明谷義光の二十五条衣（常安寺蔵）
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郎
左
衛
門
に
よ
っ
て
梓
行
さ
れ
、
上
下
二
巻
で
あ
る
。
嗣
法
の
弟
子

で
あ
る
文
山
梅
英
（
斉
年
寺
十
四
世
）
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
、
享
保

九
年
四
月
に
大
徳
寺
（
京
都
市
北
区
紫
野
大
徳
寺
町
）
二
七
三
世
の

大
心
義
統
に
よ
る
題
と
同
年
三
月
に
正
盛
院
（
愛
知
県
知
多
郡
阿
久

比
町
）
六
世
密
潭
道
徹
の
跋
が
あ
る
。
そ
の
跋
に
は
、

　
　
…
…
今
斉
年
文
山
英
公
欲　シ
㊦テ

略　
㎜

印
㍼行　セ
ン
ト

乃
師
老
山
和
尚　ノ
遺
槀　ヲ
㍽

嘱　
㎜

㍾予　ニ
選　ハ
㍾シ
ム

之　ヲ
予
固
辞　ス
レ
㎞

而
不
㍾許　サ
焉
於　テ
㍾是　ニ
就　テ
㍼正
衆
道
密
智
公

所　ノ
㍾録　ス
ル

全
集
六
巻　ノ
之
中　カ
㍽ニ

摘
㍼取　

㎜

詩
偈　ノ
之
佳　ナ
ル

者　ヲ
㍽以
答　フ
㍼盛
意　ニ
㍽英

公
編　テ
為　シ
㍼二
巻　ト
㍽又
嘱　

㎜

㍼跋　ヲ
於
予　ニ
㍽遂　ニ
以
付　ス
㍼諸
剞
劂
㍽蓋
図　テ
㍾ナ
リ

伝　ン
㍼ヿ
ヲ

乃
師　ノ
之
道　ヲ
於
天
下
来
世　ニ
㍽也
後　ノ
之
覧　ン
者
其　レ
以
㍾意　ヲ
逆　ヘ
㍾ヨ

志　ヲ
若
偏　ニ
泥　テ
㍼

文
字
言
句　ニ
㍽而
却　テ
失　シ
㍼妙
道　ヲ
㍽徒　ニ
馳　セ
㍼ハ

於
風
騒　ノ
之
境　ニ
㍽則
孤
㍼負　セ
ン

斯　ノ

集
印
行　ノ
之
本
懐　ニ
㍽矣
是　ヲ
為
㍾跋　ト

と
あ
り
、
本
書
を
編
集
し
た
由
縁
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
文
山
梅
英
が
本
師
（
老
山
要
玄
）
の
遺
稿
を
コ

ン
パ
ク
ト
な
も
の
に
し
て
梓
行
す
る
た
め
、
そ
の
編
集
を
密
潭
に
委

嘱
し
た
。
密
潭
は
固
辞
し
た
が
許
さ
れ
ず
、
正
衆
寺
（
愛
知
県
知
多

郡
南
知
多
町
）
十
一
世
の
道
密
禅
智
が
編
集
、
記
録
し
た
『
万
松
老

山
和
尚
遺
稿
』（
以
下
、『
遺
稿
』
と
略
称
）
六
巻
の
中
か
ら
適
宜
に

詩
偈
を
と
り
出
し
た
。
そ
れ
を
梅
英
が
二
巻
に
編
集
し
て
密
潭
に
跋

二十五条衣の仕立図
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を
願
い
梓
行
し
た
の
で
あ
る
。『
遺
稿
』
は
現
在
、
斉
年
寺
に
所
蔵

し
て
い
る
が
、
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
七
月
二
十
日
に
老
山
は
示

寂
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
三
年
後
の
同
七
年
八
月
に
完
成
し

た
。
そ
れ
に
翌
八
年
十
二
月
に
は
雲
興
寺
（
瀬
戸
市
白
坂
町
）
二
十

一
世
興
倫
元
苗
の
序
を
得
て
文
章
の
体
裁
を
整
え
、
六
巻
の
装
丁
に

綴
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
巻
一
の
第
一
丁
に
は
興
倫
の
序
が
あ
り
、
巻
六
の
末
尾
に
は
「
享

保
第
七
載
壬
寅
八
朔
　
智
道
密
稽
首
和
南
　
書
于
州
之
池
阜
草
窠
西

廊
下
」
と
道
密
の
跋
が
あ
る
。
編
者
の
道
密
は
卍
山
道
白
の
法
嗣
で

あ
り
正
衆
寺
十
一
世
で
あ
）
1
（

る
。
老
山
は
「
祭
文
」
の
「
祭
㍼受
業
青

雲
老
和
尚
㍽文
并
序
」
に
、

　
　
維　レ
時
享
保
二
季
丁
酉
孟
冬
初
七
我　カ
師
正
衆
十
世
青
雲
老
大
和
尚

示　ス
㍼寂　ヲ
于
池
水
山
前
旧　ト
ノ

正
覚
隠
廬　ニ
㍽於　テ
㍾是　ニ
住　ス
㍼ル

州　ノ
之
万
松
禅
寺　ニ
㍽

不
肖　ノ
弟
子
要
玄
恭　ク
迎　ヘ
㍼テ

二
七　ノ
忌
辰　ヲ
㍽謹　テ
設　ケ
㍼テ

菲
薄　ノ
奠　ヲ
㍽告　ル
ニ

以　シ
㍾テ

詞　ヲ
曰　ク

と
あ
り
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
十
月
七
日
に
遷
化
し
た
正
衆
寺

十
世
の
青
雲
嫩
膺
に
受
業
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
、
万

松
寺
に
住
持
し
て
い
た
老
山
は
不
肖
の
弟
子
と
し
て
二
・
七
日
忌
辰

に
祭
文
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
正
衆
寺
と
の
関
係
が
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
道
密
は
老
山
の
遺
稿
を
編
集
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『老山和尚遺稿略編』巻下　十六丁
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　『
遺
稿
』
と
『
略
編
』
の
構
成
を
対
照
し
て
み
る
と
、

万
松
老
山
和
尚
遺
槀
目
録

　
巻
第
一

　
　
法
語
一
十
八
首

　
　
仏
事
　
点
眼
安
座
一
十
四
首

　
　
仏
誕
生
日
二
十
三
首 

仏
涅
槃
日
二
十
六
首

　
　
仏
成
道
日
二
十
七
首 

達
磨
忌
日
一
十
七
首

　
　
永
平
忌
一
十
三
首
　 

雑
香
語
三
十
四
首

　
　
偈
頌
三
十
八
首

　
巻
第
二

　
　
偈
五
十
八
首

　
　
銘
四
十
八
首

　
　
賛
一
十
二
首

　
　
序
七
首

　
　
疏
二
首

　
　
記
三
首

　
　
書
六
首

　
巻
第
三

　
　
下
炬
仏
事
七
十
二
首

　
巻
第
四

　
　
古
詩
一
十
六
首

　
　
五
言
律
詩
九
十
五
首

　
　
七
言
律
詩
五
十
八
首

　
巻
第
五

　
　
七
言
律
詩
一
百
六
十
首 

都
計
二
百
十

零
八
首

　
　
祭
文
一
首

　
巻
第
六

　
　
五
言
絶
句
一
首

　
　
七
言
絶
句
四
百
九
十
四
首

　
　
一
発
七
終
一
首

と
な
る
。
な
お
、
悦
堂
へ
の
追
悼
偈
は
『
遺
稿
』
に
あ
り
、
文
山
梅

英
が
『
略
編
』
に
も
採
用
し
て
梓
行
さ
れ
た
た
め
、
老
山
と
悦
堂
と

の
関
係
を
世
の
人
々
は
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
た
め
『
略
編
』

の
刊
行
の
意
義
は
大
き
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

万
松
老
山
和
尚
遺
槀
略
編

　
巻
首

　
　
序

　
巻
之
上

　
　
仏
事
　
　
　
雑
偈
頌

　
　
頌
古
　
　
　
銘

　
　
賛
　
　
　
　
祭
文

　
巻
之
下

　
　
五
言
古
詩
　
七
言
古
詩

　
　
五
言
排
律
　
七
言
長
律

　
　
五
言
律
詩
　
七
言
律
詩

　
　
五
言
絶
句
　
七
言
絶
句

　
　
跋
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（
1
） 

卍
山
道
白
門
下
の
道
密
禅
智
に
つ
い
て
は
、
森
田
清
之
助
『
傑
僧

卍
山
』（
大
正
十
五
年
二
月
　
卍
山
会
）
八
十
七
頁
に
、

　
　
　
　
　
　
　
31
　
尾
張
正
衆
寺
道
密
禅
智
師

　
　
　  

寛
文
十
二
年
尾
張
に
生
る
、
禅
師
に
鷹
峯
に
参
じ
て
左
右
に
親
近

す
る
こ
と
六
七
年
、
或
は
蓬
窓
に
西
海
に
侍
し
、
或
は
旅
邸
に
江

戸
に
従
ふ
、
百
事
蝟
集
之
を
処
理
し
て
晏
如
た
り
、
若
し
少
し
も

閑
暇
あ
る
時
は
、
禅
師
の
肌
体
を
按
摩
し
て
益
を
請
ふ
、
禅
師
亦

漚
和
の
手
を
垂
れ
、
針
を
痛
処
に
下
す
、
宝
永
六
年
絶
学
、
法
を

大
乗
に
開
き
師
を
し
て
分
座
せ
し
む
、
明
年
冬
復
た
鷹
峯
に
帰

る
、
後
尾
張
日
光
寺
に
住
し
、
幾
く
も
な
く
正
衆
寺
を
董
す
、
諸

堂
を
鼎
建
し
三
た
び
大
会
を
建
つ
、
道
価
一
時
に
高
し
、
其
心
謙

恭
尤
も
慈
悲
多
し
、
家
風
磊
落
人
識
り
易
か
ら
ず
、
享
保
十
年
七

月
廿
三
日
正
衆
寺
に
化
す
、
世
寿
五
十
四
、
嗣
五
人
あ
り
。

 

と
あ
る
。

四
、
十
六
世
俯
貫
雄
道
の
示
寂
前
後

　『
法
持
寺
史
』
一
九
四
頁
に
よ
れ
ば
、
十
六
世
俯
貫
雄
道
は
天
明

七
年
（
一
七
八
七
）
四
月
九
日
に
、
天
徳
院
に
お
い
て
六
十
四
歳
で

示
寂
し
た
と
あ
る
。
示
寂
前
後
の
様
子
は
ま
っ
た
く
明
ら
か
で
な
い

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
法
持
寺
史
』
刊
行
後
に
天
徳
院
の
公
用
留

や
壁
書
な
ど
の
存
在
を
知
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
示
寂
前
後
の
様
子
が

明
ら
か
に
な
る
。

　
ま
ず
、
本
堂
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
朱
墨
で
書
か
れ
た
壁
書
の
「
暦

代
年
譜
」
に
よ
れ
ば
、

　
　
十
四
世
和
尚
天
明
七
丁
未
年

四
月
十
日
至
于
今

と
あ
り
、
示
寂
日
が
四
月
十
日
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
慶
応
二
年

（
一
八
六
六
）
三
月
に
改
め
て
書
か
れ
た
日
分
行
持
の
「
十
四
日
」
の

午
時
に
は
、「
十
四
世

二
十
世 

合
大
悲
咒
」
と
あ
り
、
十
四
日
に
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
、
天
徳
院
に
所
蔵
す
る
公
用
指
南
の
「
加
州
石
川
郡
金
沢
城

栴
檀
林
獅
子
峯
金
竜
山
天
徳
禅
院
暦
住
年
譜
」
に
よ
れ
ば
、

　
　
良
高
之
嗣
寂
照
々
之
嗣
雷
洲
々
之
嗣
雄
道
也

　
　
十
四
世
府
貫
雄
道
大
和
尚
留
二
巻

　
　
應
　
太
梁
院
殿
之
請

　
　
天
明
六
丙
午
五
月
十
一
日
進
山
開
堂
尾
州
白
鳥
山　ヨ
リ

移
転
也
同

暦
七
年
丁
未
四
月
十
四
日
遷
化
土
葬
也
十
八
日
送
葬
二
十
日
中

張
行
法
事

と
あ
り
、
太
梁
院
殿
（
加
賀
藩
主
十
一
代
治
脩
）
の
請
に
よ
っ
て
天

明
六
年
（
一
七
八
六
）
五
月
十
一
日
に
進
院
し
、
翌
七
年
四
月
十
四

日
に
遷
化
し
た
た
め
、
十
八
日
に
土
送
葬
を
行
い
、
二
十
日
に
中
陰

法
要
（
初
七
日
）
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
遷
化
日
が
四
月
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十
日
と
十
四
日
の
二
説
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

　
次
に
公
用
留
を
み
る
と
、
雄
道
に
関
し
て
は
天
明
七
年
二
月
三
日

よ
り
五
月
二
十
七
日
に
至
る
「
雄
道
和
尚
並
無
住
留
」
の
み
が
存
在

す
る
。
明
和
六
年
よ
り
天
明
二
年
に
至
る
十
二
世
大
年
素
有
代
の

「
大
年
和
尚
留
」の
後
半
で
あ
る
天
明
三
年
か
ら
同
七
年
二
月
二
日
ま

で
の
留
は
、
残
念
な
が
ら
存
在
し
な
い
。
そ
の
た
め
雄
道
の
入
院
し

た
天
明
六
年
五
月
十
一
日
前
後
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
公
用
留
か
ら
雄
道
の
晩
年
の
様
子
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

れ
ば
よ
い
が
、
そ
れ
は
別
機
会
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
公
用
留
や
療
養

に
よ
る
医
者
な
ど
の
様
子
を
記
し
た
二
種
の
文
書
を
と
り
あ
げ
た
。

そ
の
一
つ
は
「
天
徳
院
雄
道
和
尚
被
及
大
病
御
医
者
等
被
下
并
遷
化

取
捌
一
件
」（
以
下
、「
取
捌
一
件
」）
で
、
天
明
七
年
四
月
十
一
日

か
ら
十
五
日
ま
で
の
記
事
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
「
寺
社
方
早
引
」

に
所
収
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。「
寺
社
方
早
引
」
は
乾
坤
二
冊
本

で
、「
乾
」
に
は
諸
札
定
文
、
旧
例
等
、
御
法
名
、
諸
宗
触
頭
、
奥

書
裏
書
物
な
ど
の
部
が
あ
る
。「
坤
」
は
宝
円
寺
、
天
徳
院
、
瑞
竜

寺
な
ど
の
和
尚
遷
化
と
後
住
の
件
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
中
の
「
十
八

天
徳
院
雄
道
和
尚
遷
化
并
恵
剛
和
尚
後
住
一
件
附
雄
道
和
尚
病
中
御
使
者

被
下
物
有
之
候
一
件
」
が
該
当
す
る
。
こ
れ
は
四
月
十
二
日
よ
り
後
住

天徳院の雄道の位牌と卵塔
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の
金
嶺
慧
剛
が
就
く
六
月
二
十
九
日
ま
で
の
記
事
で
あ
る
。

　
両
文
書
は
と
も
に
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
の
近
世
史
料
館
に
所
蔵

し
て
お
り
、
両
文
書
と
も
富
田
権
六
郎
旧
蔵
と
な
っ
て
い
る
。「
取

捌
一
件
」
は
表
紙
に
「
富
田
外
記
」
と
あ
り
、『
加
越
能
文
庫
解
説

目
録
』
下
巻
（
昭
和
五
十
六
年
五
月
　
金
沢
市
立
図
書
館
）
二
六
一

頁
の
解
説
に
は
「
富
田
貞
直
（
外
記
）
編
」
と
あ
る
が
、『
石
川
県

史
資
料
　
近
世
篇
⑻
』（
平
成
二
十
年
十
一
月
　
石
川
県
）
一
五
〇

頁
の
「
諸
士
系
譜
㈠
」
の
「
富
田
氏
」
に
よ
れ
ば
、
富
田
貞
直
は
魚

津
在
住
で
御
近
習
御
用
を
勤
め
た
二
千
四
百
石
の
人
持
組
の
藩
士
で

あ
っ
た
。
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
六
月
八
日
に
五
十
五
歳
で
亡
く

な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
年
代
的
に
は
該
当
せ
ず
、
そ
の
孫
に
あ
た

る
貞
行
（
外
記
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
貞
行
は
文
政
二
年
（
一
八
一

九
）
か
ら
六
年
に
か
け
て
寺
社
奉
行
を
勤
め
て
お
り
、
同
九
年
（
一

八
二
六
）
に
若
年
寄
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
七
月
八
日
に
亡

く
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
富
田
貞
行
が
編
集
し
た
も
の
を
、

そ
の
子
孫
の
権
六
郎
が
所
蔵
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
両
文
書
を
対
照
し
て
み
る
と
「
取
捌
一
件
」
の
方
が
詳
し
く
、

「
寺
社
方
早
引
」
の
該
当
文
を
所
収
し
て
い
る
。
ま
た
、
後
住
の
件

に
関
し
て
は
「
寺
社
方
早
引
」
の
み
に
い
う
。
そ
の
た
め
「
取
捌
一

件
」
を
中
心
に
な
が
め
、
そ
の
後
に
「
寺
社
方
早
引
」
の
み
に
あ
る

後
住
の
件
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

天
明
七
丁
未
四
月
　
富
田
権
六
郎

　
　
百
十
三

　
　
　
拾
八
枚

　
天
徳
院
雄
道
和
尚
被
及
大
病
御
医
者
等
被
下
并
遷
化
取
捌
一
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
田
外
記

　
当
院
方
丈
去
秋
以
来
相
滞
被
申
候
ニ
付
、
内
藤
彦
助
松
田
紹
安
等

療
養
仕
候
之
処
、
指
引
も
有
之
候
ニ
付
、
御
医
師
之
内
内
山
養
福

老
丸
山
了
悦
老
相
招
診
察
被
致
候
処
、
次
第
労
倦
之
由
被
申
聞

候
、
尤
当
時
療
養
ハ
養
福
老
ニ
御
座
候
、
依
而
為
御
断
如
此
御
座

候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　 

天
徳
院
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

役
者
印
　
　

　
　
　
四
月

　
　
　
寺
社
御
奉
行
所
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拙
僧
義
、
去
秋
以
来
持
病
之
疝
積
相
滞
、
頃
日
別
而
指
引
も
有
之

難
儀
仕
候
ニ
付

　
中
将
様
御
帰
城
之
上
、
御
参
詣
之
砌
、
御
送
迎
等
も
難
相
勤
御
座

候
間
、
此
段
宜
敷
御
執
成
頼
入
存
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　 

天
徳
院
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

雄
道
印
　
　

　
　
未 

四
月
十
一
日

　
　
　
西
尾
隼
人
殿

　
　
　
横
山
又
五
郎
殿

　
　
　
篠
原
監
物
殿

　
拙
僧
義
、
去
秋
已
来
持
病
之
疝
積
相
滞
候
処
、
今
朝
ゟ
別
而
指
重

り
候
様
存
候
条
、
右
為
御
断
如
此
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　 

天
徳
院
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

雄
道
印
　
　

　
　
未 

四
月
十
二
日

　
　
　
西
尾
隼
人
殿

　
　
　
横
山
又
五
郎
殿

　
　
　
篠
原
監
物
殿

　
当
院
方
丈
、
去
秋
已
来
相
滞
被
申
候
ニ
付
、
内
藤
彦
助
松
田
紹
安

等
療
養
仕
候
処
、
指
引
も
有
之
候
ニ
付
、
御
医
師
之
内
内
山
養
福

老
丸
山
了
悦
老
相
招
診
察
被
致
候
処
、
次
第
困
労
之
由
被
申
聞

候
、
尤
当
時
ハ
松
田
紹
安
療
養
ニ
而
御
座
候
処
、
段
々
重
ク
相
見

無
心
元
旨
右
医
師
申
聞
候
、
依
之
外
之
医
者
中
ニ
も
診
察
御
座
候

様
仕
度
存
候
、
此
段
宜
敷
被
仰
付
可
被
下
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　 

天
徳
院
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

役
者
印
　
　

　
　
　
四
月
十
二
日

　
　
　
寺
社
御
奉
行
所

　
当
院
方
丈
、
去
秋
以
来
被
相
滞
候
ニ
付
、
高
岡
町
医
者
内
藤
彦
助

相
頼
療
養
被
致
候
得
共
、
尓
々
無
御
座
候
ニ
付
、
松
田
紹
安
相
頼

療
養
有
之
候
得
共
、
指
引
等
有
之
候
ニ
付
、
先
頃
以
来
御
医
師
内

山
養
福
老
丸
山
了
悦
老
相
招
診
察
有
之
候
処
、
尓
々
無
之
病
症
之

旨
被
申
聞
候
得
共
、
養
福
老
江
療
養
頼
被
申
度
旨
ニ
而
薬
服
用
御
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座
候
得
共
、
相
替
儀
無
御
座
、
其
上
養
福
老
断
之
趣
も
御
座
候
ニ

付
、
重
而
紹
安
薬
被
用
度
旨
被
申
、
当
時
療
養
者
松
田
紹
安
ニ
頼

置
被
申
候
処
、
今
朝
ゟ
段
々
指
重
候
体
ニ
相
見
無
心
元
御
座
候
ニ

付
、
早
速
紹
安
申
遣
診
察
之
所
指
重
候
段
申
聞
候
、
依
之
外
御
医

師
ニ
も
診
察
有
之
候
様
ニ
仕
度
奉
存
候
間
、
宜
様
被
仰
付
可
被
下

候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　 

天
徳
院
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

役
者
印
　
　

　
　
　
四
月
十
三
日

　
　
　
寺
社
御
奉
行
所

　
天
徳
院
和
尚
去
秋
以
来
持
病
之
疝
積
被
相
滞
候
処
、
今
朝
ゟ
別
而

指
重
候
段
紙
面
被
指
出
候
、
且
又
療
養
之
義
御
医
師
内
山
養
福
等

是
迄
診
察
仕
候
得
共
不
軽
様
子
ニ
付
、
外
之
医
者
診
察
之
義
役
者

ゟ
も
紙
面
指
出
申
候
付
、
急
変
も
難
計
奉
存
、
御
医
者
小
瀬
甫
庵

関
玄
迪
早
速
御
寺
江
罷
越
致
診
察
候
様
申
渡
候
、
猶
更
委
曲
之

義
、
明
日
御
城
罷
出
可
申
上
候
得
共
、
先
紙
面
を
以
御
案
内
申
上

候
以
上

　
　
　
四
月
十
二
日
　
　 

篠
原
　
　

　
　
　
本
多
安
房
守
様

　
天
徳
院
和
尚
気
分
被
相
滞
候
処
、
今
朝
よ
り
指
重
候
趣
断
ニ
付
、

先
刻
以
紙
面
御
達
申
上
候
、
然
所
病
気
弥
被
及
大
切
候
段
役
者
罷

出
申
聞
候
ニ
付
、
即
刻
同
院
江
私
罷
越
相
詰
居
申
候
、
御
医
師
小

瀬
甫
庵
関
玄
迪
江
病
体
相
尋
候
処
、
別
紙
之
通
申
聞
候
、
且
又
松

田
紹
安
義
是
迄
致
薬
□
候
付
、
是
又
様
子
相
尋
候
所
、
別
紙
之
通

申
聞
候
、
此
等
之
趣
明
日
二
ノ
御
丸
江
罷
出
御
達
可
申
主
従
共
先

以
紙
面
右
病
体
右
等
弐
通
御
達
申
候
以
上

　
　
　
四
月
十
二
日
　
　 

篠
原
　
　

　
　
　
本
多
安
房
守
様

　
天
徳
院
和
尚
客
子
致
診
察
候
処
大
切
至
極
、
私
共
治
法
存
寄
無
御

座
候
以
上

　
　
　
四
月
十
二
日
　
　 

小
瀬
甫
庵
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

関
　
玄
迪
　
　

　
　
　
同
院

　
　
　
御
役
者
中
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天
徳
院
和
尚
去
年
以
来
御
滞
被
成
候
処
、
尓
々
無
御
座
候
ニ
付
、

当
春
私
義
被
仰
下
診
察
仕
候
処
、
以
之
外
御
大
切
之
御
様
子
容
易

ニ
御
療
治
難
仕
段
申
上
候
ヘ
共
強
而
御
療
養
仕
候
様
ニ
被
仰
聞
候

ゆ
へ
、
三
月
六
日
ゟ
同
下
旬
迄
御
療
治
仕
候
へ
と
も
、
尓
々
不
被

成
候
間
御
転
薬
御
座
候
様
達
而
御
断
申
上
候
、
然
所
内
山
養
福
老

江
御
療
治
被
仰
談
、
当
八
日
迄
御
療
治
御
座
候
所
無
拠
断
ニ
付
、

重
而
私
ヘ
診
察
被
仰
付
候
得
共
、
最
早
御
疲
甚
御
療
治
無
御
座
候

段
申
述
候
処
、
方
丈
様
私
御
療
治
御
好
之
由
被
仰
聞
難
黙
止
奉
存

参
姜
湯
迄
用
ヒ
置
申
候
、
先
御
同
篇
ニ
而
御
続
被
成
候
内
、
今
暁

別
而
御
疲
労
相
募
只
今
ニ
而
ハ
御
大
切
至
極
御
座
候
以
上

　
　
未

　
　
　
四
月
十
二
日
　
　 
松
田
紹
安
　
　

　
　
　
御
役
者
中
様

　
只
今
御
指
図
之
趣
ニ
而
御
医
師
小
瀬
甫
庵
老
関
玄
迪
老
被
相
見
方

丈
病
体
被
致
診
察
候
処
、
極
大
切
之
由
ニ
而
療
養
之
存
寄
無
之
旨

別
紙
医
業
之
通
被
申
聞
候
、
依
而
為
御
断
如
此
御
座
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　 

天
徳
院
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

役
者
印
　
　

　
　
　
四
月
十
二
日

　
　
　
寺
社
御
奉
行
所

　
当
院
方
丈
病
体
次
第
指
重
リ
、
最
早
薬
水
も
通
不
申
依
而
為
御
案

内
如
此
御
座
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　 

天
徳
院
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

役
者
印
　
　

　
　
　
四
月
十
三
日

　
　
　
寺
社
御
奉
行
所

　
天
徳
院
和
尚
被
相
滞
候
ニ
付
、
今
日
為
御
尋
御
小
将
御
使
被
遣
候

御
様
子
ニ
候
、
其
節
ハ
代
僧
ヲ
以
御
礼
被
申
上
候
ニ
付
、
代
僧
致

登
城
候
間
為
御
心
得
申
進
候
以
上

　
　
　
四
月
十
三
日
　
　 

篠
原
　
　

　
　
　
菊
池
大
学
様

　
　
　
　
　
御
同
役

　
天
徳
院
和
尚
病
気
指
重
被
及
大
切
候
ニ
付
、
今
日
御
使
者
を
以
被

遣
物
御
座
候
、
右
為
御
礼
代
僧
登
城
有
之
候
間
、
為
承
知
申
達
候
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以
上

　
　
　
四
月
十
四
日
　
　 

篠
原
　
　

　
　
　
石
川
御
門

　
　
　
　
　
　
　
御
番
人
中

　
天
徳
院
和
尚
病
気
此
節
被
差
重
候
由
ニ
付
、
今
日
御
小
将
を
以
御

尋
被
遊
明
日
ハ
御
使
番
を
以
被
遣
物
御
座
候
筈
ニ
候
間
、
内
々
為

御
心
得
此
段
申
進
置
候
以
上

　
　
　
四
月
十
三
日

　
　
　
篠
原
監
物
様
　
遠
藤
両
左
衛
門

 
天
徳
院
　
　
　

　
去
秋
以
来
御
病
気
之
所
此
節
被
指
重
候
段
被
聞
召
候
、
無
油
断
被

遂
療
養
候
様
ニ
与
思
召
候
、
依
而
以
御
使
者
御
尋
被
成
候

　
　
　
右
申
述
病
気
之
様
子
委
細
承
可
罷
帰
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

御
使
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

御
小
将
　
　

　
　
　
四
月
十
三
日

　
　
天
徳
院
使
僧
口
上

　
先
刻
御
上
使
為
御
礼
代
僧
竜
徳
寺
登
城
仕
無
滞
相
滞
只
今
罷
帰
申

候
、
依
而
御
案
内
申
上
候
以
上

　
　
　
四
月
十
三
日

　
当
院
方
丈
、
病
体
今
朝
ハ
至
而
危
急
之
様
子
ニ
御
座
候
、
依
而
御

案
内
申
上
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　 

天
徳
院
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

役
者
印
　
　

　
　
　
四
月
十
四
日

　
　
　
寺
社
御
奉
行
所

朱
書
之
分
十
四
日
之
書
入

　
四
月
十
四
日
同
様
ニ
申
来
候
事

一
四
月
十
三
日
御
横
目
所
ゟ
監
物
方
江
足
軽
使
ニ
而
天
徳
院
和
尚
病

気
為
御
見
舞
追
付
御
小
将
被
遣
候
、
為
御
心
得
申
進
候
指
急
候
事

故
、
口
上
ニ
而
申
進
候
旨
申
来
候
事

　
十
四
日
同
断
　
忠
蔵
不
快
ニ
付
丹
右
衛
門
迄
罷
越

一
右
ニ
付
即
刻
監
物
并
取
次
吉
江
丹
右
衛
門
土
谷
忠
蔵
天
徳
院
江
罷

越
間
し
つ
ら
ひ
等
并
役
者
進
退
等
之
義
申
談
候
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十
四
日
御
使
番
永
原
佐
六
郎
九
ッ
時
過
布
上
下
ニ
而
御
茶
壱
箱
内
御
束
々

弐
ッ
入
御
干
菓
子
壱
箱

一
御
使
御
小
将
成
田
勘
左
衛
門
八
半
時
頃
布
被
遣
外
、
同
断
上
下
ニ

而
御
使
被
罷
越
候
節
玄
関
階
下
江
知
客
竜
仙
和
尚
侍
者
一
山
和
尚

罷
出
一
山
和
尚
先
立
仕
其
跡
ゟ
竜
仙
拝
之
間
通
リ
書
院
江
致
誘
引

候
処
書
院
上
ノ
間
ニ
而
敷
居
之
内
ニ
着
座
、
夫
ゟ
一
山
并
竜
仙
書

院
二
ノ
間
方
丈
之
方
後
ニ
い
た
し
候
て
、
両
人
共
致
管
待
へ
追

付
、
竜
徳
寺
方
丈
よ
り
罷
出
御
口
上
可
承
旨
申
達
候
処
、
御
口
上

被
述
候
ニ
付
追
付
方
丈
ヘ
可
相
達
旨
申
述
候
而
勝
手
江
退
候
○
其

所
ニ
而
御
進
物
之
品
引
○
其
間
江
干
菓
子
薄
茶
指
出
候
、
茶
碗
引

候
所
江
監
物
罷
出
及
挨
拶
候
、
其
侭
退
候
、
其
頃
温
飩
吸
物
濃
茶

ま
て
出
シ
、
其
次
ニ
出
シ
茶
出
候
而
相
済
候
尓
付
、
竜
徳
寺
罷
出

方
丈
御
請
之
趣
申
述
候
、
方
丈
様
子
被
相
尋
候
ニ
付
、
口
達
ニ
而

病
体
申
述
畢
而
勘
左
衛
門
退
出
、
最
前
之
通
り
一
山
先
立
仕
竜

仙
跡
ゟ
罷
越
、
役
者
両
人
共
階
下
江
罷
出
及
挨
拶
候

　
十
四
日
同
断

一
御
使
往
来
共
監
物
エ
ハ
、
拝
之
間
ノ
二
ノ
間
中
程
障
子
ヲ
後
ニ
致

候
而
扣
居
候
事

　
十
四
日
同
断

一
太
鼓
堂
之
方
、
杉
戸
ヲ
立
、
杉
戸
ヲ
後
口
ニ
い
た
し
、
出
家
三
人

管
待
い
た
し
候
、
其
節
取
次
丹
右
衛
門
忠
蔵
儀
ハ
勝
手
之
方
廊
下

ニ
扣
居
候
事

　
十
四
日
同
断

一
頃
日
致
療
養
候
、
松
田
紹
安
為
相
詰
置
申
候
事

　
十
四
日
同
断

一
御
使
退
出
ニ
付
、
追
付
為
御
礼
代
僧
竜
徳
寺
致
登
城
候
ニ
付
、
土

谷
忠
蔵
二
ノ
御
丸
江
罷
越
石
川
御
門
江
も
代
僧
登
城
之
段
申
入
、

御
奏
者
所
并
御
横
目
所
江
申
入
候
、
追
付
竜
徳
寺
表
御
式
台
へ
罷

越
御
畳
之
所
江
罷
越
候
而
よ
り
御
小
将
出
向
虎
之
御
間
囲
之
内
江

誘
引
有
之
候
、
伴
僧
四
人
跡
ゟ
罷
越
虎
之
御
間
ニ
扣
居
申
候
御
徒

通
ニ
而
御
茶
出
候
、
追
付
御
奏
者
横
山
大
膳
前
田
左
衛
門
罷
出
、

口
上
承
り
御
序
を
以
可
申
上
旨
申
述
候
而
、
追
付
代
僧
退
出
御
小

将
御
式
台
階
上
迄
送
り
候
事

十
四
日
同
断

一
方
丈
御
礼
之
口
上
左
之
通
り
袖
扣
ニ
調
候
て
、
竜
徳
寺
持
参
御
奏

者
江
相
渡
候
事

　
　
　
唯
今
ハ
御
使
者
被
成
下
拙
僧
気
色
之
様
子
御
尋
被
遊
御
懇
之

御
儀
忝
仕
合
奉
存
候
、
以
代
僧
御
礼
申
上
候
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此
段
御
序
之
時
分
宜
被
仰
上
可
被
下
候
以
上

一
竜
徳
寺
登
城
ニ
付
、
御
城
中
道
筋
案
内
之
た
め
監
物
ゟ
足
軽
壱
人

指
　
添
申
候
事

一
十
四
日
御
進
物
請
取
候
出
家
階
下
江
四
人
出
ル

一
十
四
日
御
使
御
口
上
之
覚

　
　
　
御
気
滞
之
儀
、
頃
日
如
何
様
子
被
聞
召
度
思
召
依
而
為
御
見

舞
両
種
被
相
贈
候

一
同
日
天
徳
院
使
僧
口
上

　
　
　
先
刻
御
上
使
為
御
礼
代
僧
竜
徳
寺
登
城
仕
相
済
、
只
今
罷
帰

申
候
、
依
而
御
案
内
申
上
候
以
上

　
　
　
　
四
月
十
四
日

　
天
徳
院
和
尚
病
気
為
御
尋
今
日
御
使
番
を
以
被
遣
物
御
座
候
筈
ニ

御
座
候
、
即
日
為
御
礼
代
僧
登
城
仕
候
間
為
御
承
知
申
進
候
以
上

　
　
　
四
月
十
四
日

　
　
　
菊
池
大
学
様
　 

篠
原
　
　

　
　
　
　
　
　
御
同
役

　
当
院
方
丈
療
養
不
相
叶
只
今
被
致
遷
化
候
、
右
同
御
案
内
如
此
御

座
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　 

天
徳
院
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

役
者
　
　

　
　
　
四
月
十
四
日

　
　
　
寺
社
御
奉
行
所

　
天
徳
院
和
尚
遷
化
ニ
付
同
院
諸
事

　
天
徳
院
和
尚
遷
化
ニ
付
同
院
諸
事

　
縮
方
之
義
可
申
渡
旨
御
紙
面
致
承
知
候
縮
方
之
義
可
有
御
申
渡
候

為
其
如
此
以
上

　
御
座
候
以
上

　
　
　
四
月
十
四
日
　
　 

宝
円
寺
　
　
　
　

　
　
　
四
月
十
四
日
　
　 

篠
原
　
　
　
　

　
　
　
篠
原
監
物
殿

　
　
　
宝
円
寺

　
　
　
覚

一
明
十
五
日
申
之
刻
、
遺
骸
境
内
ニ
土
葬
仕
候

一
当
十
八
日
巳
之
刻
遺
葬
之
式
仕
候

一
当
廿
日
初
七
日
法
事
執
行
仕
候

　
　
　
　
　
　
　
　 

天
徳
院
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

役
者
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四
月
十
四
日

　
　
　
寺
社
御
奉
行
所

　
　
　
覚

一
六
人
　
明
十
五
日
申
ノ
刻
土
葬
之
節
警
固

一
弐
拾
人
　
当
十
八
日
巳
之
刻
葬
式
之
節
警
固

一
拾
人
　
同
廿
日
明
六
ッ
時
ゟ
初
七
日
法
事
縮
番
人

右
之
通
被
仰
付
候
様
相
願
申
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　 

天
徳
院
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

役
者
印
　
　

　
　
　
四
月
十
四
日

　
　
　
寺
社
御
奉
行
所

　
天
徳
院
雄
道
和
尚
、
只
今
被
致
遷
化
候
由
、
役
者
及
断
候
ニ
付
御

達
申
上
候
以
上

　
　
　
四
月
十
四
日
　
　 

篠
原
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

横
山
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

西
尾
　
　
　

　
　
　
本
多
安
房
守
様

　
　
　
　
　
　
　
天
徳
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雄
道
和
尚

　
右
唯
今
被
致
遷
化
候
以
上

　
　
　
四
月
十
四
日
　
　 

篠
原
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

横
山
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

西
尾
　
　
　

　
天
徳
院
雄
道
和
尚
遺
骸
、
明
十
五
日
申
刻
境
内
江
土
葬
ニ
付
、
警

固
足
軽
六
人
且
又
葬
式
当
十
八
日
中
陰
法
事
廿
日
ニ
御
座
候
間
、

先
格
之
通
右
両
日
警
固
足
軽
私
共
ゟ
断
次
第
指
出
候
様
割
場
奉
行

江
可
被
仰
渡
候
以
上

　
　
　
四
月
　
　
　 

篠
原
　
　

　
　
　
本
多
安
房
守
様

　
天
徳
院
雄
道
和
尚
遷
化
ニ
付
、
遺
骸
明
十
五
日
申
刻
境
内
江
土
葬

ニ
付
、
警
固
足
軽
六
人
且
又
当
十
八
日
巳
ノ
刻
葬
式
ニ
付
、
警
固

足
軽
弐
拾
人
同
廿
日
朝
六
時
中
陰
法
事
有
之
候
間
、
右
之
節
警
固

足
軽
拾
人
天
徳
院
江
相
詰
候
様
可
有
御
申
渡
候
、
則
御
用
番
安
房

守
殿
相
達
置
申
候
以
上

　
　
　
四
月
　
　
　 

篠
原
　
　

　
　
　
割
場
奉
行
衆
中

　
猶
以
明
日
足
軽
天
徳
院
江
罷
越
役
者
指
図
を
請
候
様
可
有
御
申
渡
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候
以
上

　
当
院
方
丈
遷
化
ニ
付
、
当
十
八
日
送
葬
之
規
式
い
た
し
候
間
寺
中

一
統
掃
除
被
仰
付
可
被
下
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

天
徳
院
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

役
者
印
　
　

　
　
　
四
月
十
五
日

　
　
　
寺
社
御
奉
行
所

　
天
徳
院
方
丈
遷
化
ニ
付
、
当
十
八
日
送
葬
之
規
式
有
之
候
間
掃
除

之
義
別
紙
之
通
申
聞
候
条
御
申
付
候
様
ニ
与
存
候
以
上

　
　
　
四
月
十
五
日
　
　
　 

篠
原
　
　

　
　
　
割
場
奉
行
衆
中

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
雄
道
は
天
明
七
年
秋
以
来
、
持
病
の
疝
積
で
療

養
し
て
お
り
、
内
藤
彦
助
や
松
田
紹
安
ら
の
医
師
に
診
察
し
て
も

ら
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
中
将
様
（
加
賀
藩
主
第
十
代
前
田
重
教
）

が
天
徳
院
へ
参
詣
の
折
に
、
ご
送
迎
を
勤
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
そ
の
後
、
御
医
の
内
山
養
福
、
丸
山
了
悦
を
招
い
て
診
て
も
ら

い
、
さ
ら
に
小
瀬
甫
庵
、
関
玄
迪
ら
に
も
診
察
を
受
け
た
。

　
四
月
十
三
日
に
は
薬
水
も
通
ら
な
い
程
で
、
登
城
に
は
代
僧
を
遣

わ
し
た
。
翌
十
四
日
に
は
藩
主
よ
り
御
見
舞
が
あ
り
、
そ
の
御
礼
を

代
僧
（
竜
徳
寺
）
が
行
い
、
天
徳
院
へ
帰
山
し
た
と
こ
ろ
遷
化
さ
れ

た
。
そ
こ
で
、
十
五
日
申
刻
（
午
後
四
時
）
に
遺
骸
を
境
内
に
土
葬

し
、
十
八
日
巳
刻
（
午
前
十
時
）
に
葬
儀
、
二
十
日
に
初
七
日
法
要

を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
寺
社
奉
行
所
へ
届
け
る
と
と

も
に
、
十
五
日
に
は
六
人
、
十
八
日
に
は
二
十
人
、
二
十
日
に
は
十

人
の
警
固
の
足
軽
や
番
人
の
要
請
も
願
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
十
八
日

の
葬
儀
ま
で
の
間
、
寺
中
の
掃
除
を
す
る
こ
と
も
願
っ
た
。

　
次
に
「
寺
社
方
早
引
」
に
あ
る
後
住
の
金
嶺
慧
剛
の
件
に
つ
い
て

は
、

　
此
末
葬
式
等
之
節
警
固
足
軽
等
之
御
取
捌
方
前
ニ
記
有
之
宝
円
寺

仏
山
和
尚
遷
化
之
節
振
与
同
様
ニ
付
爰
ニ
略
ス

　
今
度
天
徳
院
雄
道
和
尚
被
致
遷
化
候
而
遺
書
相
調
被
置
候
ニ
付
御

達
申
候
宜
敷
御
取
計
御
座
候
様
致
度
存
候
以
上

　
　
未 
四
月
廿
一
日
　
　
　 

宝
円
寺
印
　
　

　
　
　
西
尾
等
三
人
殿
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天
徳
院
雄
道
和
尚
遺
書
并
添
書
被
調
候
ニ
付
両
役
者
を
以
宝
円
寺

ゟ
被
指
出
候
ニ
付
上
之
申
候
以
上

　
　
　
四
月
廿
二
日
　
　
　 

篠
原
横
山
西
尾
　

　
　
　
本
多
安
房
守
様

　
寺
社
奉
行
へ

　
天
徳
院
雄
道
和
尚
遺
書
名
添
紙
面
を
以
被
出
之
則
入
御
覧
候
処
右

後
住
被
相
願
置
候
内
越
後
国
長
岡
長
興
寺
現
住
恵
剛
長
老
可
申
渡

旨
被
仰
出
候
条
可
被
申
渡
候
事

　
　
　
四
月
廿
六
日

　
天
徳
院
雄
道
和
尚
後
住
之
義
被
願
置
候
内
越
後
国
長
岡
長
興
寺
恵

剛
長
老
後
住
被
　
仰
出
候
旨
被
仰
聞
奉
得
其
意
候
於
拙
僧
忝
次
第

奉
存
候
尤
夫
々
可
申
渡
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　 

宝
円
寺
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

千
英
印
　
　
　

　
　
未 

四
月
廿
六
日

　
　
　
西
尾
等
三
人
殿

　
天
徳
院
後
住
被
　
仰
出
之
趣
宝
円
寺
江
罷
越
申
達
候
所
則
御
請
召

出
候
ニ
付
上
之
申
候
以
上

　
　
　
四
月
廿
七
日
　
　
　 

篠
原
　
　
　

　
　
　
本
多
安
房
守
様

　
此
末
新
命
和
尚
到
着
之
上
進
山
開
堂
之
式
等
前
ニ
記
有
之
分
与
同

様
之
趣
ニ
付
略

一
入
院
之
節
御
奉
行
衆
六
半
時
ゟ
御
詰
被
成
候
取
次
茂
両
人
相
詰
候

事
　
拙
僧
義
御
寺
住
職
蒙
　
仰
忝
仕
合
奉
存
候
御
序
を
以
継
目
御
礼
申

上
度
奉
存
候
此
段
急
被
仰
上
可
被
下
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

天
徳
院
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

恵
剛
印
　
　
　

　
　
　
　
　
天
明
七
年
六
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
　
西
尾
等
三
人
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

天
徳
院
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

恵
剛
和
尚
　
　
　



続
『
熱
田 

白
鳥
山
法
持
寺
史
』
補
遺
考
（
川
口
）

118─　   ─

　
右
御
寺
住
職
被
　
仰
付
昨
廿
八
日
被
致
入
院
候
依
之
御
序
次
第
継

目
之
御
礼
申
上
度
旨
書
付
を
以
被
相
願
候
ニ
付
上
之
申
候
以
上

　
　
　
六
月
廿
九
日
　
　
　 

西
尾
篠
原
横
山
　

　
　
　
村
井
又
兵
衛
様

　
此
後
御
礼
一
件
替
ル
取
□
方
無
之
事
ニ
付
留
略

　
拾
九

と
あ
り
、
葬
儀
の
警
固
、
足
軽
な
ど
に
つ
い
て
は
宝
円
寺
の
仏
山
が

遷
化
し
た
時
と
同
様
で
あ
る
た
め
略
し
た
が
、
四
月
二
十
一
日
に
は

雄
道
の
遺
書
の
取
扱
い
に
つ
い
て
宝
円
寺
よ
り
指
し
出
さ
れ
、
後
住

は
越
後
国
長
岡
の
長
興
寺
住
職
金
嶺
慧
剛
へ
申
渡
す
こ
と
を
い
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
六
月
二
十
八
日
に
、
恵
剛
が
入
院
し
継
承
し
た
。

五
、
十
七
世
退
歩
玄
妙
の
開
堂
録
と
涅
槃
像
の
画
師

　
法
持
寺
十
六
世
俯
貫
雄
道
は
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
三
月
か

四
月
頃
に
法
持
寺
を
退
董
し
加
賀
前
田
侯
の
要
請
に
応
え
て
天
徳
院

（
金
沢
市
小
立
野
）
へ
転
住
し
た
。
そ
の
た
め
法
持
寺
後
住
（
十
七

世
）
に
は
、
竜
潭
寺
（
岩
倉
市
本
町
）
十
九
世
の
退
歩
玄
妙
が
就
い

た
。
最
近
、
そ
の
開
堂
法
語
が
み
つ
か
っ
た
。
そ
れ
は
神
応
寺
（
八

幡
市
八
幡
西
高
坊
）
に
所
蔵
す
る
も
の
で
、
題
簽
に
は
「
退
歩
和
上

法
持
寺
開
堂
録
」
と
あ
り
、「
愚
白
和
尚
瑞
竜
寺
開
堂
」
と
と
も
に

九
丁
の
和
本
と
し
て
綴
ら
れ
て
い
る
。
神
応
寺
三
十
九
世
祖
心
是
道

（
？

－

一
九
〇
一
）
が
所
蔵
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
理
由
か
ら
所
蔵
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

　
次
に
、
開
堂
録
を
あ
げ
て
み
る
と
、

　
　
開
堂
法
語

　
　
者
一
弁
香
二
儀
之
根
万
像
之
母
亀
齢
鶴
算
最
古
吉
祥
恭
爇
向
宝

炉
端
為
祝
延
今
上
皇
帝
聖
躬
万
歳
万
歳
万
々
歳
陛
下
仰
願
義
皇

世
之
治
遠
伝
豊
葦
原
之
国
久
隆
者
一
弁
香
不
帯
春
陽
秋
露
功
何

斉
桂
蘭
肥
膩
□
恭
爇
向
炉
中
奉
為

　
　
政
夷
大
将
軍
源
公
上
倍
釣
算
伏
願
篤
恭
□
溢
乎
中
国
威
権
施
及

千
蛮
貊

　
　
者
一
弁
香
涅
而
不
涅
磨
而
不
磷
仁
恵
慈
沢
之
所
生
成
恭
爇
向
炉

中
奉
為

　
　
本
府
城
主
大
納
言
公
殿
下
増
崇
福
寿
伏
願
久
懐
佐
之
才
能
飽
周

召
之
徳
蘭
孫
蕙
子
秀
茁
栄
茂
文
武
寀
寮
衛
護
清
粛

　
　
者
香
根
柢
𣊩
屈
空
劫
枝
葉
欝
葱
今
時
恭
爇
向
炉
中
供
養

　
　
当
山
開
山
大
和
尚
及
歴
住
諸
大
禅
師
昔
遊
方
参
見
諸
大
善
知
識
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金
山
釣
老
和
尚
受
業
本
師
舜
山
民
老
和
尚
以
要
知
恩
報
恩

　
　
者
香
善
根
山
上
代
得
了
功
徳
海
中
磨
洗
来
爇
向
炉
中
回
向
三
冬

供
物
需
道
俗
十
方
有
縁
檀
信
所
願
頓
証
菩
提
永
保
慧
命

　
　
有
一
弁
香
曽
在
于
金
山
山
頂
蘭
蔗
台
畔
収
得
半
片
呈
東
呈
西
中

間
撞
著
瞎
眼
耳
聾
何
師
被
錯
一
頓
擊
砕
自
尓
天
下
失
価
今
日
拈

出
恭
爇
向
炉
中
供
養

　
　
吾
本
師
釈
迦
文
仏
第
七
十
六
世
泉
松
開
山
鉄
文
樹
老
和
尚
以
□

従
前
冤
讐

　
　
索
話
　
妙
齢
天
嗣
自
重
瞳
尊
貴
威
厳
鎮
六
宮
規
規
歩
従
来
不
出

禁
閫
人
祇
得
頒
芳
風
此
中
若
有
不
触
尊
貴
底
漢
出
来
祝
賛

問
答
不
録
　
　

　
　
　
者
箇
霊
山
現
一
華
瑞
少
林
流
五
葉
芳
嘱
累
聯
綿
将
錯
就
錯
瓜

瓞
縦
横
填
溝
塞
叡
来
処
非
曹
渓
去
処
豈
在
西
天
説
不
得
妙
難
思

瑠
璃
殿
上
玉
女
𣏫
梭
明
月
堂
前
木
人
撫
掌
竪
払
曰
山
僧
開
堂
不

离
此
用
不
即
此
用
攪
江
河
作
酥
酪
変
大
地
作
黄
金
自
利
利
他
触

処
現
成
誰
道
因
淮
池
月
照
郢
陽
春
不
知
金
地
相　ミ
㍾テ

攸
鉃
𧯴
抽
枝

抽
枝
風
光
入
図
爻
象
分
祥
南
山
献
寿
衆
星
拱
北
帝
基
鞏
固
仏
運

紹
隆
野
老
謳
歌
村
田
長
楽
畢
竟
是
憑
誰
恩
力
撃
払
曰
金
輪
統
摂

四
天
下
万
像
円
枚
一
印
中

　
　
妙
頭
陀
福
恵
浅
薄
老
来
衰
骨
無
補
法
門
有
冤
祖
宗
錯
塵
華
座
招

哂
於
大
方
汗
顔
無
把
掩
恭
惟

　
　
霊
鷲
堂
頭
昆
公
大
和
尚
法
泉
遠
流
開
翁
一
子
常
匡
洪
衆
主
宰
一

方
今
日
恵
然
来
金
槌
一
撃
仏
魔
失
便
慈
恩
重
於
几
鼎
感
謝
何
尽

　
　
恭
惟
名
山
専
便
大
和
尚
暨
諸
山
列
刹
蓍
旧
同
門
隣
峯
扶
助
尊
年

玉
趾
賁
臨
寵
光
映
座
揣
分
堪
感
激

　
　
又
惟
山
門
両
序
闔
寮
昆
仲
四
来
僧
伽
共
是
緇
門
棟
梁
禅
河
砥
柱

左
祖
法
席
全
忘
吾
我
道
好
何
時
忘

「退歩和上法持寺開堂録」表紙
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挙
趙
州
諗
禅
師
因
侍
者
報
日
大
王
来
也
州
日
大
王
来
也
万
福
者

未
到
在
州
日
又
道
来
也
侍
者
岡
措
趙
州
有
運
斤
之
手
侍
者
無
就

斵
之
資
若
向
山
僧
道
大
王
来
也
下
床
曲
躬
低
頭
道
未
到
在
背
後

振
一
拳
且
道
諸
訢
在
什
麽
処
良
久
日

前
汗
馬
無
人
識
只
要
重

論
蓋
代
功
伏
惟
衆
衆
久
立
珍
重

と
あ
り
、
こ
の
法
語
か
ら
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
退
歩
の
伝
記

が
少
し
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
受
業
師
が
舜
山
帝
民
で
あ
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
舜
山
は
妙
劉
寺
（
豊
川
市
東
上
町
）
七
世
で
、
同
寺

の
過
去
帳
に
よ
れ
ば
、

　
　
七
世
舜
山
帝
民
大
和
尚

と
あ
り
、
当
国
平
尾
村
の
茂
兵
衛
の
子
で
、
明
和
七
年
（
一
七
七

〇
）
五
月
二
十
二
日
に
永
福
寺
（
豊
川
市
野
口
町
）
で
示
寂
し
て
い

る
。
ま
た
、
大
陽
寺
（
三
重
県
多
気
郡
大
台
町
）
四
世
で
も
あ
る
。

退
歩
の
首
先
地
栖
林
寺
（
駒
ヶ
根
市
東
伊
那
）
の
過
去
帳
の
廿
七
日

の
項
に
は
、「
九
世
退
歩
玄
妙
大
和
尚
三
州
之
人
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
出
身
地
は
妙
劉
寺
の
所
在
す
る
旧
愛
知
県
宝
飯
郡
一
宮
町
（
現

在
、
豊
川
市
）
周
辺
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
師
の
鉄
文
道
樹

は
、
同
じ
三
河
国
の
設
楽
郡
古
戸
村
（
現
在
、
愛
知
県
北
設
楽
郡
東

栄
町
振
草
字
古
戸
）
の
出
身
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
同
郷
の
三
河
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
生
家
な
ど
は
確
認
で
き
な
い
。

　
そ
の
後
、
功
山
寺
（
金
山
、
下
関
市
長
府
川
端
）
十
八
世
大
暁
高

鈞
（
？

－

一
七
六
一
）
に
参
学
し
て
お
り
、
ま
た
、
霊
鷲
院
（
日
進

市
赤
池
町
）
十
世
仏
海
慈
舟
（
一
七
四
五

－

一
八
二
二
）
に
も
参
じ

て
い
た
こ
と
が
法
語
か
ら
知
る
こ
と
は
で
き
る
。

　
次
に
、
退
歩
の
法
持
寺
住
持
時
代
で
あ
る
寛
政
三
年
（
一
七
九

一
）
二
月
に
常
什
具
と
な
っ
た
涅
槃
像
の
画
師
に
つ
い
て
考
え
て
み

よ
う
。『
法
持
寺
史
』
二
〇
〇
頁
で
は
、
水
谷
法
橋
憬
甫
が
画
い
た

と
あ
る
。
憬
甫
に
つ
い
て
不
詳
で
あ
っ
た
が
、
密
門
の
撰
述
し
た

『
真
言
宗
持
物
図
釈
』
に
お
い
て
、
僧
徒
の
所
持
物
を
図
示
し
て
い

る
。
同
書
は
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
十
二
月
八
日
に
戒
城
、
如

実
ら
九
人
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
る
跋
を
記
し
て
お
り
、
天
明
元
年

（
一
七
八
一
）
九
月
に
「
金
剛
峰
寺
真
別
処
蔵
版
」
と
し
て
、
京
都

の
「
平
楽
寺
　
村
上
勘
兵
衛
」
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
内
容
は
真
言
宗

僧
徒
が
修
行
生
活
を
す
る
上
の
所
持
物
を
図
示
し
て
お
り
、
そ
れ
に

律
典
な
ど
を
引
用
し
て
証
明
し
解
説
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
図
は
『
有
部
律
』
に
よ
る
三
種
の
僧
伽
胝
衣
、
上
著
衣
、
内
衣
な

ど
と
『
四
分
律
』
に
よ
る
六
物
、『
梵
網
経
』
に
い
う
十
八
物
、
秘

密
乗
で
用
い
る
念
誦
、
三
杵
、
如
意
、
払
子
、
団
扇
な
ど
が
画
か
れ

明
和
七
寅
五
月
廿
二
日
野
口
邑
永
福
寺　ニテ　

示
寂
於
当
山
葬　ス
当
国
平
尾
邑
茂
兵
衛
ノ
子
也
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て
い
る
。
図
の
最
後
に
「
水
谷
法
橋
憬
甫
画
　
印 

印
」
と
あ
り
、

法
持
寺
の
涅
槃
像
に
あ
る
落
款
と
同
じ
で
あ
る
。
年
次
も
安
永
、
天

明
、
寛
政
と
同
時
期
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
憬
甫
は
、『
真
言
宗
持
物
図
釈
』
の
図
を
画
い
た

後
、
法
持
寺
の
涅
槃
像
を
画
き
、
寛
政
三
年
二
月
に
退
歩
に
よ
っ
て

法
持
寺
の
常
什
具
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、
法
持
寺
で
行
わ
れ
た
田
鶴
丸
の
葬
式
と
大
法
会

　『
法
持
寺
史
』
二
五
五
頁
に
、
第
二
十
五
世
石
雄
恵
玉
代
の
天
保

六
年
（
一
八
七
五
）
十
一
月
二
十
一
日
に
法
持
寺
で
狂
歌
師
の
田
鶴

丸
の
追
善
法
会
が
行
わ
れ
た
と
あ
る
。
そ
の
出
典
は
、
小
田
切
春
江

の
『
名
陽
見
聞
図
会
』
第
四
編
（
下
）（
昭
和
六
十
二
年
一
月
　
美

術
文
化
史
研
究
会
）
四
六
五
頁
の
天
保
六
年
十
一
月
二
十
一
日
の
項

に
よ
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
、

　
　
△
廿
一
日
、
熱
田
白
鳥
山
に
て
、
狂
歌
師
・
田
鶴
丸
追
善
法
会

執
行
。
此
、
田
鶴
丸
と
い
へ
る
ハ
当
国
の
人
に
し
て
、
久
し
く

上
方
に
在
し
が
、
故
あ
り
て
長
崎
に
遊
ぶ
事
あ
り
。
其
帰
路
に

播
州
明
石
の
沖
に
し
て
、
難
風
に
逢
、
乗
た
る
舟
破
て
乗
合
悉

く
死
す
。
田
鶴
丸
ハ
纜
に
と
り
つ
き
、
か
ら
う
じ
て
命
た
す
か

法持寺蔵涅槃像の画師名と落款『真言宗持物図釈』の画師と落款 
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り
、
小
船
に
た
す
け
乗
ら
れ
岸
に
上
り
て
、
さ
ま
〴
〵
と
か
い

ほ
う
せ
ら
れ
、
扨
、
尾
張
の
田
鶴
丸
と
い
ふ
者
の
よ
し
い
ひ
終

り
、
其
後
、
息
の
下
ゟ

　
　
　
　
有
難
や
　
底
の
も
く
ず
と
　
な
り
ハ
せ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
身
ハ
う
き
草
の
　
岸
に
こ
そ
よ
れ

　
　
と
い
へ
る
辞
世
の
一
首
を
残
し
て
、
終
に
此
世
を
去
ら
れ
け
る

と
な
り
。
さ
れ
バ
、
今
日
当
地
に
て
も
門
弟
あ
つ
ま
り
て
法
事

を
な
せ
し
と
ぞ
。

と
あ
る
。
ま
た
、
今
回
新
た
に
見
出
し
た
小
寺
玉
晁
の
『
天
保
見
聞
名
府

太
平
鑑
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
巻
之
二
の
天
保
六
年
十
一
月
廿

一
日
に
は
、「
熱
田
白
鳥
山
法
持
寺
お
ゐ
て
、
狂
言
師
橘
菴
田
鶴
丸

葬
式
并
大
法
会
有
之
、
委
敷
ち
ら
し
に
有
は
爰
に
写
」
と
あ
り
、
葬

式
と
大
法
会
の
詳
し
い
ち
ら
し
の
写
し
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

を
あ
げ
る
と
、

　
　
　
橘
菴
田
鶴
丸
霊
寿
居
士

　
　
　
　
葬
式
并
大
法
会

　
　
　
十
一
月
廿
一
日
四
ツ
時
不
論
晴
雨
、
熱
田
白
鳥
山
に
お
ゐ
て

執
行

　
　
橘
菴
翁
、
こ
と
し
閏
月
の
末
、
お
も
ふ
こ
と
あ
り
て
肥
の
長
崎

に
ま
い
ら
れ
し
が
、
そ
の
か
へ
る
さ
神
無
月
の
は
し
め
三
日

夕
、
播
磨
の
明
石
新
浜
と
い
へ
る
と
こ
ろ
に
船
は
て
ら
れ
し

か
、
そ
の
夜
、
俄
に
は
や
て
吹
来
り
て
大
涛
の
た
め
に
ふ
ね
覆

り
、
乗
合
し
人
々
と
と
も
に
そ
こ
の
み
く
つ
と
成
な
む
と
せ
し

を
、
翁
は
と
も
つ
な
に
取
つ
き
ね
ん
し
ゐ
ら
れ
し
ま
ゝ
、
浦
の

小
舟
助
の
せ
て
い
そ
に
あ
け
、
さ
ま
〳
〵
い
た
は
り
物
せ
し
か

は
、
か
ら
う
し
て
、
息
出
、
尾
は
り
の
田
鶴
麿
こ
と
な
ん
、

た
ゝ
ひ
と
こ
と
名
の
ら
れ
し
か
、
そ
の
う
ち
い
と
ほ
そ
や
か
な

る
こ
か
ね
に
て
、

『天保見聞名府太平鑑』表紙
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あ
り
か
た
や
そ
こ
の
も
く
つ
と
な
り
は
せ
て
、
身
は
う
き
草

の
き
し
に
こ
そ
よ
れ
と
い
ひ
さ
し
て
、
七
十
あ
ま
り
七
と
せ
に

て
な
ん
、
む
な
し
く
な
ら
れ
し
か
は
、
か
し
こ
の
司
よ
り
お
こ

な
ひ
て
、
明
石
の
長
林
寺
に
葬
た
る
よ
し
。
都
難
波
の
友
よ

り
、
つ
け
お
こ
せ
た
れ
は
、
翁
に
親
し
き
は
さ
ら
也
。
た
ゝ
う

ち
聞
し
人
々
ま
で
も
、
手
に
も
ち
し
玉
の
落
し
心
ち
せ
ら
れ

て
、
か
な
し
さ
や
る
か
た
な
き
あ
ま
り
ま
め
た
ち
給
へ
り
。

人
々
思
ひ
は
か
り
て
、
と
み
に
か
し
こ
に
人
や
り
て
、
み
き
な

の
な
き
あ
と
何
く
れ
の
お
こ
な
ひ
な
ん
と
、
ま
た
、
く
は
し
く

事
の
や
う
を
も
た
つ
ね
さ
せ
は
や
と
、
翁
の
養
ひ
子
恵
海
、
は

た
不
断
庵
玉
湧
等
に
か
た
ら
ひ
て
、
か
し
こ
に
や
り
つ
そ
が
帰

る
を
ま
ち
て
み
き
な
の
な
き
た
ま
を
、
熱
田
の
白
鳥
山
に
お
い

て
葬
り
、
は
た
諸
山
の
僧
衆
に
乞
て
法
会
を
行
は
ん
と
企
た
る

也
、
あ
は
れ
お
き
な
め
ゆ
か
り
の
君
、
此
日
か
し
こ
に
つ
と
ひ

給
ひ
て
、
と
も
に
御
回
向
な
し
給
は
ら
ん
こ
と
を
こ
ひ
ね
か
ふ

に
な
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

執
事
　
　

と
あ
り
、
田
鶴
丸
は
本
年
閏
月
の
末
に
長
崎
へ
行
っ
た
。
そ
の
帰
り

の
十
一
月
三
日
夕
に
、
明
石
の
新
浜
に
船
は
着
い
た
が
、
そ
の
夜
に

は
疾
風
が
吹
き
、
大
波
の
た
め
に
転
覆
し
て
乗
っ
て
い
た
人
は
亡
く

な
っ
た
。
し
か
し
、
田
鶴
丸
は
小
船
に
乗
り
か
ろ
う
じ
て
助
か
っ
た

が
、
そ
の
後
、
歌
（
辞
世
）
を
詠
じ
治
療
の
効
な
く
七
十
七
歳
で
歿

し
た
。
そ
の
た
め
明
石
の
長
林
寺
に
葬
ら
れ
て
い
る
。
京
や
難
波
の

友
人
ら
が
悲
し
み
の
余
り
に
訪
ね
て
き
て
、
田
鶴
丸
の
養
子
恵
海
は

亡
き
霊
を
供
養
せ
ん
た
め
に
白
鳥
山
で
葬
り
、
諸
山
の
僧
衆
を
頼
ん

で
法
会
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
ゆ
か
り
の
人
が
集
り
、

と
も
に
回
向
さ
れ
た
と
法
持
寺
の
執
事
が
記
し
て
い
る
。

七
、
護
法
会
に
寄
附
し
た
檀
信
徒

　
護
法
会
は
両
大
本
山
、
宗
務
局
、
専
門
本
校
の
永
代
維
持
の
た
め

の
資
本
金
（
永
代
祠
堂
金
）
を
作
ろ
う
と
し
て
、
明
治
十
五
年
五
月

八
日
に
久
我
環
渓
、
畔
上
楳
仙
の
両
本
山
貫
首
が
合
議
し
て
設
立
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
設
立
の
趣
旨
を
「
緒
言
」
か
ら
み
る
と
、
耶
蘇

教
は
年
々
数
十
万
円
の
資
財
に
よ
り
弘
法
伝
道
し
て
い
る
が
、
仏
教

各
宗
派
は
資
財
が
な
い
。
そ
の
た
め
曹
洞
宗
で
は
、
護
法
会
を
設
け

各
寺
の
檀
信
徒
よ
り
両
本
山
な
ど
の
永
代
祠
堂
金
を
募
り
、
固
定
し

た
基
本
金
を
作
ろ
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
檀
信
徒
一
戸
に
つ
き
一

口
、
あ
る
い
は
数
口
の
加
入
を
願
い
、
同
十
六
年
一
月
よ
り
同
二
十
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年
十
二
月
ま
で
の
五
年
間
の
限
り
と
し
た
。
寄
附
金
は
一
口
に
つ
き

毎
月
金
一
銭
宛
で
、
寄
附
の
口
数
に
よ
る
が
両
大
本
山
及
び
大
学
林

で
先
祖
累
代
の
戒
名
を
記
し
た
位
牌
を
安
置
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
明
治
二
十
三
年
に
至
っ
て
基
礎
金
が
確
定
し
た
後
、
支
弁
方
法
に

つ
い
て
詳
し
い
規
則
を
設
け
る
と
い
っ
て
お
り
、
両
大
本
山
及
び
大

学
林
に
会
員
の
姓
名
録
を
永
世
宝
庫
に
納
め
、
毎
年
一
回
大
般
若
経

を
転
読
し
て
家
門
繁
栄
を
祈
祷
し
、
大
施
食
会
を
修
行
し
て
回
向
す

る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
宗
務
局
は
、
各
府
県
の
宗

務
支
局
及
び
全
国
末
派
寺
院
に
対
し
護
法
会
の
設
立
を
布
達
し
て
、

来
る
同
十
六
年
一
月
か
ら
同
二
十
年
十
二
月
ま
で
の
五
カ
年
に
わ
た

り
、
加
入
者
五
十
万
口
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
同
二
十
三
年
以
後
の
末
派
寺
院
の
通
常
課
出
金
を
免
除
す
る
こ

と
に
し
た
の
で
あ
る
。（
拙
著
『
明
治
前
期
曹
洞
宗
の
研
究
』
五
二

一
頁
以
下
、
参
照
）

　
こ
の
よ
う
に
護
法
会
は
、
両
大
本
山
を
維
持
す
る
た
め
の
永
代
祠

堂
金
を
積
立
て
る
こ
と
に
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
財
源
を
寺
院
に
求
め
ず
、
広
く
檀
信
徒
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
護
法
会
加
入
者
の
姓
名
録
、
過
去
帳
、
位
牌
、
納
金
領
票
な
ど

を
調
整
し
、
そ
れ
ら
を
両
大
本
山
と
大
学
林
に
納
め
た
。
そ
の
永
代

供
養
名
簿
が
永
平
寺
に
安
置
さ
れ
て
お
り
、「
愛
知
県
第
壱
号
　

弐
」
に
所
収
す
る
法
持
寺
（
八
十
八
人
）、
洗
月
院
（
三
十
六
人
）、

月
笑
軒
（
十
七
人
）、
梅
萼
院
（
三
十
四
人
）
の
担
当
し
た
檀
信
徒

の
住
所
や
芳
名
な
ど
を
あ
げ
た
い
。

〔
尾
張
国
愛
知
郡
熱
田
白
鳥
町
法
持
寺
担
当
〕

先
祖
代
々 

尾
張
国
愛
知
郡

熱
田
大
瀬
子
町 

鈴
木
長
靖

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
白
鳥
町 

高
木
弥
吉

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
神
戸
町 

山
田
善
兵
衛

実
参
道
悟
信
士 

同
国
同
郡

同
中
道
町 

武
藤
杢
兵
衛

実
相
貞
昌
信
女 

 

天
山
明
運
居
士 

同
国
同
郡

同
伝
馬
町 

苅
谷
伊
助

好
道
明
善
信
女 

 

徳
淳
明
義
信
士 

同
国
同
郡

同
白
鳥
町 

加
藤
伝
四
郎

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

藤
井
小
重
郎

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
蔵
之
前 

笹
川
源
七

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
白
鳥
町 

野
口
槙
三
郎

良
材
不
朽
居
士 

同
国
同
郡

同
町

 

田
中
源
助

教
堂
良
訓
居
士 

同
国
同
郡

同
木
ノ
免
町 

浅
井
清
助
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先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

成
田
善
三
郎

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

鬼
頭
七
右
衛
門

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

梶
川
新
造

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

鬼
頭
七
左
衛
門

先
祖
代
々 
同
国
同
郡

同
町

 

浅
井
平
七

先
祖
代
々 
同
国
同
郡

同
町

 

竹
田
喜
右
衛
門

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

鬼
頭
重
兵
衛

先
祖
代
々 

尾
張
国
愛
知
郡

熱
田
木
ノ
免
町 
鬼
頭
平
四
郎

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 
成
田
友
七

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
須
賀
町 
加
藤
治
助

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
材
木
ノ
入 

森
吉
兵
衛

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
塩
屋
海
道 

村
上
善
蔵

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同

 

木
下
孫
兵
衛

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
大
瀬
子
町 

大
橋
与
三
郎

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

山
田
清
三
郎

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

山
田
大
助

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

山
田
平
吉

蓬
仙
永
寿
信
女 

同
国
同
郡

同
大
瀬
子
町 

武
藤
定
次
郎

卓
立
節
高
信
女 

 
先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

田
中
安
蔵

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

杉
本
半
七

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

山
田
助
左
衛
門

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
神
戸
町 

鬼
頭
善
次
郎

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
西
島

 

石
黒
源
右
衛
門

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同

 

古
橋
与
三
郎

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同

 

山
田
半
兵
衛

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
城
之
内 

山
田
善
四
郎

先
祖
代
々 

尾
張
国
愛
知
郡

熱
田
城
之
内

 

鬼
頭
市
左
衛
門

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同

 

古
橋
久
三
郎

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
殿
屋
敷 

山
田
長
三
郎

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
築
地

 

命
用
久
太
郎

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
東
脇

 

浅
井
伝
次
郎

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
伝
馬
町 

山
田
清
助

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

加
藤
七
左
衛
門

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

苅
谷
治
助

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

中
尾
藤
七

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

横
井
銀
治
郎

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

水
野
善
右
衛
門
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先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
地
福
寺
町 

伊
藤
清
治

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

伊
藤
清
八

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
曽
福
女
町 

高
橋
芳
兵
衛

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
神
宮
坂
町 

荒
川
甚
助

先
祖
代
々 
同
国
同
郡

同
町

 

荒
川
万
右
衛
門

先
祖
代
々 
同
国
同
郡

同
町

 

荒
川
甚
吉

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
片
町

 

杉
木
甚
七

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
中
瀬
町 
日
比
野
平
吉

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
東
田
中
町 
高
木
弥
七

先
祖
代
々 

尾
張
国
愛
知
郡

熱
田
東
田
中
町 
高
津
甚
七

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
堀
之
内 

奥
村
林
蔵

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同

 

加
藤
文
四
郎

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同

 

水
野
善
右
衛
門

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
白
鳥
町 

高
木
彦
右
衛
門

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

水
野
善
治
郎

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

水
野
善
右
衛
門

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
旗
屋
町 

加
藤
伝
七

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

遠
山
カ
ネ
女

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

浅
井
藤
四
郎

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

佐
野
六
左
衛
門

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

深
井
吉
蔵

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

勝
川
半
七

釈
浄
誓
信
士 

同
国
同
郡

同
曽
福
女
町 

中
川
竹
三
郎

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
新
橋

 

内
田
半
七

春
窓
一
夢
信
士 

同
国
同
郡

同

 

内
田
忠
八

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同

 

内
田
七
左
衛
門

大
安
玄
道
信
士 

同
国
同
郡

同

 

内
田
忠
三
郎

香
輪
妙
転
信
女 

 

菊
容
微
芳
童
女 

 

先
祖
代
々 

尾
張
国
愛
知
郡

熱
田
新
橋

 

内
田
忠
四
郎

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同

 

内
田
ミ
ト
女

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
古
渡
町 

伊
藤
小
八

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

桜
町

 

飯
田
善
八

忠
肝
道
義
居
士 

同
国
同
区

外
堀
町

 

中
村
ヒ
サ
女

先
祖
代
々 

同
国
愛
知
郡

鳴
海
宿

 

梶
川
初
蔵

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
一
番
割 

森
部
甚
三
郎

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同

 

森
部
甚
助

先
祖
代
々 

同
国
同
区

塩
町

 

加
藤
武
兵
衛
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先
祖
代
々 

同
国
同
区

曽
福
女
町 

伊
藤
仙
助

雪
顔
孩
女 

同
国
同
区

石
橋
町

 

米
倉
徳
三
郎

慈
現
信
士 

同
国
同
区

石
橋
町

 

米
倉
蒼
吉

雪
節
栄
松
信
士 

同
国
同
区

中
道
町

 

後
藤
米
二
郎

〔
尾
張
国
愛
知
郡
熱
田
白
鳥
町
洗
月
院
担
当
〕

先
祖
代
々 

尾
張
国
愛
知
郡

熱
田
旗
屋
町

 

岡
本
儀
兵
衛

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 
岡
本
清
吉

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 
岡
本
作
左
衛
門

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 
津
坂
房
治
郎

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

鈴
木
甚
七

鶴
叟
休
皐
居
士 

同
国
同
郡

同
町

 

岡
本
才
治

篆
室
周
印
大
姉 

 

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

小
野
田
吉
兵
衛

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

水
野
新
兵
衛

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
白
鳥
町 

横
江
藤
八

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

神
谷
治
右
衛
門

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
蔵
之
前 

坂
井
庄
治
郎

金
山
清
光
信
士 

同
国
同
郡

同
西
田
中
町 

伊
藤
清
治
郎

玉
峯
定
性
信
士 

同
国
同
郡

同
町

 

伊
藤
長
左
衛
門

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
塩
屋
海
道 

山
下
勘
助

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
善
福
寺
町 

水
谷
金
七

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

水
谷
金
左
衛
門

荘
室
道
念
信
士 

同
国
同
郡

同
町

 

水
谷
金
治
郎

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
中
築
地 

小
貝
善
四
郎

荘
室
智
厳
信
女 

同
国
同
郡

同
中
町

 

伊
藤
甚
吉

錦
光
春
英
居
士 

尾
張
国
愛
知
郡

同
登
リ
町

 

湯
口
新
六

花
屋
春
栄
大
姉 

 

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
太
子
町 

伊
藤
清
三
郎

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
大
瀬
子
町 

吉
野
助
八

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

鈴
木
弥
兵
衛

寿
山
秀
光
信
士 

同
国
同
郡

同
神
戸
町 

加
藤
善
七

大
功
徳
仙
信
士 

 

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
御
手
本
組 

竹
内
信
行

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
中
瀬
町 

栗
野
弥
七

梅
林
香
天
信
士 

同
国
同
郡

同
町

 

前
川
佐
蔵

釈
妙
道
尼 

同
国
同
郡

同
町

 

前
川
佐
七

愛
光
玉
姿
童
女 

同
国
同
郡

同
町

 

前
川
ヵ
女



続
『
熱
田 

白
鳥
山
法
持
寺
史
』
補
遺
考
（
川
口
）

128─　   ─

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
石
橋
町 

奥
村
喜
兵
衛

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
掛
ヶ

 

近
藤
善
七

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
田
中
町 

近
藤
与
三
吉

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
神
戸
町 

牛
田
喜
兵
衛

先
祖
代
々 
同
国
同
郡

同
中
道
町 

竹
内
弥
三
郎

先
祖
代
々 
同
国
同
郡

同
茶
屋
町 

村
瀬
半
三
郎

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

村
瀬
半
左
衛
門

〔
尾
張
国
愛
知
郡
熱
田
白
鳥
町
月
笑
軒
担
当
〕

倹
丁
昌
礼
居
士 

尾
張
国
愛
知
郡

熱
田
須
賀
町

 
鈴
木
治
左
衛
門

倹
外
良
譲
居
士 

 

繁
林
道
昌
居
士 

 

月
海
円
明
大
姉 

 

倹
中
温
譲
大
姉 
 

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

鈴
木
治
兵
衛

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

井
上
信
八

清
神
高
風
信
士 

同
国
同
郡

同
西
田
中
町 

黒
田
惣
右
衛
門

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
中
町

 

加
藤
由
兵
衛

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
旗
屋
町 

鈴
木
治
八

先
祖
代
々 

同
国
同
区

袋
町

 

青
山
喜
兵
衛

賢
岳
俊
道
居
士 

同
国
愛
知
郡

則
武
村

 

青
山
光
吉

玉
顔
貞
容
大
姉 

 

梅
含
恵
香
童
子 

 

一
閑
道
空
菴
主 

同
国
同
郡

同
村

 

青
山
徳
兵
衛

月
光
無
欠
大
姉 

 

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
村

 

青
山
徳
左
衛
門

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
村

 

青
山
徳
右
衛
門

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
村

 

青
山
紋
右
衛
門

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
村

 

大
野
喜
三
郎

大
用
顕
機
信
士 

尾
張
国
愛
知
郡

則
武
村

 

青
山
猶
吉

金
山
貞
剛
信
女 

 

寿
山
永
昌
信
士 

同
国
同
郡

同
村

 

青
山
幸
四
郎

本
室
妙
然
信
女 

 

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
村

 

青
山
吉
右
衛
門

先
祖
代
々 

同
国
名
古
屋
区

下
長
者
町

 

池
場
栄
助

〔
尾
張
国
愛
知
郡
熱
田
白
鳥
町
梅
萼
院
担
当
〕

先
祖
代
々 

尾
張
国
愛
知
郡

熱
田
白
鳥
町

 

中
村
雄
之
助
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先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

中
村
五
郎
三
郎

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
中
瀬
町 

石
川
久
兵
衛

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
神
戸
町 

山
田
庄
吉

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
白
鳥
町 

鳥
居
善
三
郎

先
祖
代
々 
同
国
同
郡

同
町

 

鳥
居
佐
平
治

先
祖
代
々 
同
国
同
郡

同
町

 

林
嘉
七

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
大
瀬
子
町 

古
橋
三
左
衛
門

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 
洲
崎
万
蔵

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
中
瀬
町 
貝
谷
兵
四
郎

先
祖
代
々 

尾
張
国
愛
知
郡

熱
田
町

 
三
浦
勘
四
郎

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

三
浦
勘
助

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
旗
屋
町 

山
田
庄
右
衛
門

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

山
田
金
蔵

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

山
田
金
七

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

山
田
善
三
郎

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

鳥
居
孫
六

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

小
林
新
吉

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
白
鳥
町 

村
瀬
文
左
衛
門

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
田
中
町 

鈴
木
甚
三
郎

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

貝
谷
兵
七

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

菊
田
甚
七

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

菊
田
新
三
郎

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
木
之
免
町 

鬼
頭
庄
七

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

久
米
勘
治
郎

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

鬼
頭
藤
左
衛
門

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

鬼
頭
辰
治
郎

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

鬼
頭
庄
兵
衛

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

鬼
頭
庄
三
郎

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

鬼
頭
与
之
左
衛
門

先
祖
代
々 

尾
張
国
愛
知
郡

熱
田
木
之
免
町 

鬼
頭
与
八

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
町

 

鬼
頭
善
兵
衛

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
新
宮
坂
町 

貝
谷
兵
左
衛
門

先
祖
代
々 

同
国
同
郡

同
新
田

 

林
半
三
郎
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八
、
戦
前
の
境
内
の
写
真

　
戦
前
の
境
内
や
建
物
、
碑
な
ど
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
写
真
が
三

枚
み
つ
か
っ
た
。

⑴
　
昭
和
十
四
年
六
月
に
建
立
さ
れ
た
「
鈴
木
そ
め
刀
自
」
の
碑

で
、
除
幕
式
、
供
養
後
に
発
起
人
一
同
が
集
ま
っ
た
記
念
写
真
で

あ
る
。
碑
は
現
在
で
も
境
内
に
あ
り
、
写
真
の
向
か
っ
て
左
側
に

あ
る
五
輪
塔
、
地
蔵
石
像
も
残
っ
て
い
る
。
境
内
の
広
さ
や
法
持

寺
の
往
時
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
写
真
で
あ
る
。（
熱
田

区
大
瀬
子
町
・
村
瀬
利
男
氏
蔵
）

⑵
　
昭
和
十
四
年
十
二
月
十
二
日
に
北
支
、
大
清
河
附
近
で
戦
死
し

た
古
橋
勇
雄
儀
の
一
周
忌
法
要
が
、
同
十
五
年
十
二
月
十
二
日
に

行
わ
れ
た
。
そ
の
時
に
墓
前
で
撮
っ
た
写
真
で
あ
る
。
後
方
の
建

物
は
僧
堂
か
と
思
わ
れ
る
。（
南
区
明
治
・
古
橋
敏
雄
氏
蔵
）

⑶
　
昭
和
十
六
年
正
月
四
日
に
法
持
寺
の
塔
頭
で
あ
っ
た
月
笑
軒

（
現
在
・
月
笑
寺
）
で
行
わ
れ
た
鎮
文
芸
部
新
年
歌
会
で
の
写
真

で
あ
る
。
建
物
は
月
笑
軒
の
書
院
で
、
向
か
っ
て
左
手
に
若
山
牧

水
の
歌
碑
が
あ
る
。
牧
水
は
明
治
四
十
一
年
以
後
、
数
回
に
わ
た

り
当
地
を
訪
れ
、
短
歌
会
に
も
出
席
し
た
。
そ
の
縁
に
よ
り
牧
水

没
後
、
昭
和
十
一
年
十
一
月
に
社
友
や
有
志
の
門
人
ら
に
よ
っ
て

牧
水
自
筆
の
歌
を
転
写
し
、
歌
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
戦
災
で
法
持

寺
、
月
笑
軒
は
焼
失
し
た
た
め
、
戦
後
に
両
寺
は
易
地
し
、
そ
の

跡
地
に
宮
中
学
が
開
校
さ
れ
て
校
庭
に
歌
碑
は
移
さ
れ
た
。（
熱

田
区
明
野
町
・
月
笑
寺
蔵
）
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⑵　古橋勇雄儀一周忌法要の墓前にて

⑴　鈴木そめ刀自碑の除幕式
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⑶　月笑軒で行われた牧水新年歌会

現在の牧水歌碑（宮中学校校庭）牧水歌碑の裏側


